
バ ス ケ ッ トボ ー ル に 関 す る一 考 察

EI〕 野投成功率とボール保持によ

る攻撃可能回数率について

I目  的

バスケットボールのゲームにおいて,勝敗を決

するファクターは種々あるであろうが,それらフ

ァクター のうち, 1チ ームが ゲーム中に ボール

を保持する (攻撃のチャンスをつかむ)回数と ボー

ルを失 う (相手チームに得点させないように防御の立

場にまわる)回数の多いか,少 ないかは.勝敗に大

きな影響 をおよぼすものである。それ 故 ゲーム

中,どのようなプレイによってボールをうばい自

チームのものとするか,ま たどのような悪いプレ

イによって,相手チームにボールを渡す結果をつ

くるのか,その回数はどうかを知ることは,チ ー

ムの指導者にとって意味深いことといえょう。本

研究は 1チ ームが ボール を保持 した り,失った

りした回数のうち,攻撃可能回数の率 が どの く

らいなら勝てるか, またどのくらいに低下すれ

.ば敗けるかを見ようとするものである。この攻撃

可能率と野投成功率が勝敗にどのように影響 して

いるかをも。あわせて研究 しようとするものであ

る。

Ⅱ 対  象

昭和 32年度,女子全 日本実業団決勝 リーグお

よび春季実業団 リーグ上位 4チ ーム間におけるゲ

ーム計 7試合と,女子高校選手権 3回戦以上お

よび国体関東予選高校女子の部の決勝まで 7試合

の,勝チーム,負チームを本研究の対象とした。

III 方法および結果

1)ゲ ームにおける得点は野投得点と自由投得

青 井 水 月

点の二種であるが,勝敗には野投得点の増減が大

きく影響を与えていると考えられる。そこで昭和
29年度,30年度,32年度 における関東大学 リ
ーグ戦の結果から,自 由投による得点が全得点の

何 %を 占めているかをみてみると

昭和29年度

ク 30年度

ク 32年度

第 1図 全得点中自由投得点の占める %

第 1図のごとく,32年度 における フリニスロ

ーのルール改正後は,全得点の 17。 5%だ けが,

自由投による得点であって,大部分は野投得点に

よつて勝敗が決せられる傾向がみられるようにな
った。以上のごとき見地から特に今回は野投によ

るゴール成功率を勝チーム,負 チームに分けて見
ようとするものである。

2)女子高校および実業団野投成功率

第 1表

第 1表は実業団および高校の女子チームにおけ

る勝者,敗者の 1ゲーム中における野投成功率を

みたものである。

この結果から野投成功率は実業団女子にあって
* NIIZUKI AoI: A Study Of Basketball.

野投成
功率%
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ザ

は勝者 41。 8%に対 し敗者 37.0%と なり,高校

女子にあっては 勝者 54。 1%に対 し敗者 46。 1%
となることが得られた。

3)野投成功率が高いだけではゲームに勝つこ

とは出来ない。相手の得点をうわまわる大量の得

点をするためには,成功率が高いことと同時に,

投射数が多いことが重要である。投射数を増加さ

せるためには,相手の持つボールを奪 って味方ボ

ールとし攻撃へのチャンスをつくることが必要と

なる。それ故ゲーム中ボールを保持 して攻撃する

回数を増 し,ボ ールの保持を失って相手チームボ

ールとしてしまう回数を少なくすることが,勝つ

ための重要なポイン トである。本研究ではゲーム

中,防御の位置から攻撃にうつれるきっかけとな

ったプレー,すなわち相手ボールを味方ボールと

することが出来るプレーをプラスプレーと呼び,

逆にボールの保持を途中で失い,相手ボールにし

てしまうプレーをマイナスプレーと呼ぶこととし

た。

Acプ ラスプ レー

a.オ フェンス・ フォロー (攻撃側がショット不

成功に終 った ボールの リバウン ドボールを再び 得るプ

レー)

b・ デ ィフェンス 0フ ォロー (防御側が,相手の

ミス 0シ ョットしたリバウンドボールを得るプレー)

C。 インターセプ ト (防御側が,攻撃者間のパスを

中断するプレー)

deヘ ル ドボール (防御側がヘル ドボールに持ち

こんでジャンプボールを得ることができたプレー)

e. バ イオ レーシ ョン (攻撃側が反則を犯してお

のずと防御側のボールになり得るプレー)

f. ジャンプボール (各クォーター,ダブルファー

ル等のあとのジャンプボールを得るプレー)

B.マ イナスプレー

ac ミスプレー (キ ャリング,ダブル ドリブル,そ
の他のバイオレーションをおかしてボールの保持を失

うプレイ)

b.シ ョッ ト。ミス (シ ュー トの ゴール不成功の

リバウンドボールが防御側にとられた場合)

Ceヘ ル ドボール (攻撃側が相手側にヘル ドボー

ルにされてしかもそのあとの ジャンプボールをとられ

た場合)

d。 ジ ヤンプボール (各クォーターの始めおよび

ダブルファールの後に始められる ジャンプボールがと

れなかった場合)

以上のような分類によって実業団女子,高校女

子のそれぞれ 7試合中における各チームのプラス

プレー,マ イナスプレーの実数を勝チーム負チー

ム別に集計 した ものが第 2表である。

第 2表

プ

ラ

ス

プ

レ

イ

フォロー off

フォロー Def

インターセプ ト

ヽル ドボール

ハイオ ンーシ ョン

ジャンプボール

計

ー試合平均

129
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61

88

77
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33

11

283

40。 4

110

88

13

11

222

31。 7

205

117

34

17

368

52。 6

6l.2%l n, .s%

フ

野

4 -tv F=r-;
投成功率

1ゲーム中に 1チ ームがボールを奪った り失っ

た りする回数の総和中,攻撃可能回数が何 %に
あたるかを求めてみると,攻撃可能回数率は実業

団では勝者 65。 1%敗 者 50。 7%高 校で は 勝者
67。 2%敗者 43。 5%の結果が得られた。

以上総合 して実業団女子,高校女子それぞれ 7

試合における野投成功率と攻撃可能回数率との関

係を,勝チーム,負チーム別に図にあらわしたの

が,第 2図 である。これによると,実業団の第 2

実業団女 7試合 高校女 7試合

チ墜ム|チ憂ム

鋼W矧驚|
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65。 1

%

野投成功率
100%

第

試合 と第 7試合および高校の第 4試合 と第 6試合

では黒丸 (敗者)の野投成功率が自丸 (勝者)のそ

れより高 くなっているが,攻撃可能回数率につい

ては,敗者が勝者よりまさっているケースは 1例

もみられない。以上の結果から野投成功率が劣っ

ても試合に勝てる可能性はあるが,攻撃可能回数

率が低い,すなわちボールの処理能力の低いチー

ムでは試合に勝つ可能性は少ないということがい

える。

Ⅳ 総  括

実業団女子 7試合,高校女子 7試合を対象とし

ての調査で次のような結果が得られた。

1)7ゲ ームにおける野投成功率の平均値では

実業団勝者 41。 8%,敗者 37。 0%,高校勝者 54。 1

%,敗者 46。 1%と勝者が僅かに高 くなっている。

2)攻撃可能回数率から勝者と,敗者との平均

値を比較すると,実業団勝者 65。 1%の とき敗者

50。 7%, 高校勝者 67。 2%の ときに敗者 43。 5%
と勝者がいずれも大きな差をつけて敗者よりよく

なっている。

3)野投成功率が低くても勝つ可能性 はある

が,攻撃可能回数率の低いチームでは勝つ可能性

はほとんどない。

以上のことから,チ ームの指導にあたっては,

高校女子

野投成功率

図

100%

相手ボールをうばい取 って味方の攻撃源をつ くる

ようなプレーを多 くするようにし,相手チームに

は容易にボールを渡すことのないようなボール処

理能力を持つたチームに育成することがのぞまれ

るといえよう。

EII]ア ジア大会におけるショット

の傾向

I目  的

バスケットボールのゲームにおいて,勝敗を決

するファクターは種々あるが,その中でショット

がなされるポジションおよびショットのフォーム

が勝敗に何等かの影響を持 っているように考えら

れる。

本研究はいかなる傾向のショットが試合におい

ておこなわれているかをみることによって,適当

なショットの指導に役立つ目安をつかもうとする

ものである。また,最近におけるショットがどの

ような傾向にすすみつつあるかをもあわせてみよ

うとするものである。

Ⅱ 方  法

10第三回アジア大会バスケットボールの予選

リーグおよび決勝 リーグ 33試合について,ゲ ー

ムごとに記録集計をした。
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第 1図   |
○ゴールイン,ダ ッシ付はワンハンド月ロー

を色意雹;T'Tふ 曇i:λ :え象:::二 ≡1甲

図内にショットの種類,ポ ジション,|ゴ ールの成

否別を記録 した。         |
3。 ゲーム終了後,フ リースローラインの両端

とゴールの中′さを結ぶ延長線を記録 したコー ト図

内に描き,こ の線によって分割される区域をもっ

て四つのショットゾーンにわけ,それぞれ,ポ ス ト

ゾーン,正面 ゾーン,右 ゾーン,左 ゾーンとした。

4。 ショットされたポジションが区割の線上に

ある場合は記号の多く含まれている方のゾーンと

してとりあげ,また正しく中央にまキがる場合はポ
ξ
卜
∫三じを兵Ffttζ l:牙言[11トゾ_ン

とそれ以外のゾーンの2区域から眺めるとき,シ
ョットボジションについてはおおよそ正 しい数値

がつかまれたものと考えている。

6.第 1表に示す記号をもってショット分類と

したが,こ れを集計するに当っては人分類 してジ

ャンプ形式,ラ ンニング形式,セ ット形式の 3フ

ォームについて考察を試みた。   |

IⅡ 内  容          |

負ゝ―Tムラ」∫l三昌t倉馨F撃1三 :「点貸

第 1表

大 分 類 小 分 類

ジャンプ形式

ジ ャンプ シ ョ ッ ト

タ ップ  シ ョ ッ ト

フ ック シ ョ ッ ト

ランニ ング形式  ア ンダーハ ン ド シ ョ ッ ト

ランニ ング  シ ョ ッ ト

ドリブ リング  シ ョ ッ ト

卜形式 セ ッ ト シ ョ

トゾーン,右 ゾーン,左 ゾーン,正面 ゾーンに区

域分割をし,ジ ャンプ形式,ラ ンニング形式,セ ッ

ト形式の 3フ ォーム別から。投射数,成功数,野
投成功率についてそれぞれ集計 したものである。

]券
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月券

1230

負

984

第 2図 ポジション別野投表

2。 ポジション別野投

第 2表に示された中から, 4ポ ジションについ

て考察 したのが第 2図 である。
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1)投数率

勝チーム,負チームによって,ポ スト,右,左 ,

正面の4ゾーン別に投射されている割合にどのよ

うな差があるかをみたものである。勝チームにつ

いてみると,全投数 2387本 のうち,ポ ス トゾー

ンは 54.5%(1300本)を 占めているから,ポ ス ト

でのショットは他の3ゾーンを合わせたものより

上廻っていることがうかがえる。左右ゾーンにつ

いてみると右 20。 5%(491本 ),左 15。 9%(380本 )

となっており,右 ゾーンからのショットが多くな

っていることがわかる。正面ゾーンでのショット

は 9。 1%(216本)でここではあまリショットは

おこなわれていないc

負 チームでは ポス ト 45。 6%,右 21.8%, 左

20。 7%,正面 1109%と なり,ボ ス トゾーンでの

ショット率は勝チームの場合とくらべて他の3ゾ

ーンの合計より少なくなっている。

以上から,勝チームはゴールに近い周辺でのシ

ョットが多く,負チームではゴールから遠い地点

でのショットが多くなっていることがわかる。

2)野投成功率

ポス トゾーンでは勝チームの 59。 9%,負 チーム

の 50。 6%と 4区域中一番成功率が高い。ついで

第 2表

勝 チ ー ム (33)

e84 
[ 

aa.o

右ゾーンで勝 42。 7%;負 40。 6%,左 ゾーンでは

勝 42。 6%,負 36.7%,正面 ゾーンの勝 36.5%,

負 37.1%で成功率が一番低い。

3)得 点率

4ゾーン別に見るとき, どのようなバランスで

得点がなされているかをみたものである。得点は

投数が多 く, しかも野投成功率が高いほど多 くな

るものである。勝チームの野投成功数 1230本中

ポス トでは 63。 3%(779本), 右ゾーン 17。 0%
(210本 ),左 ゾーン 13.1%(162本 ),正面 6.6%

(79本 )である。ポス トでの 得点が全野投得点中

最 も多くなっている。また,左右の比較では右ゾ

ーンの方が多くなっている。

負チームでは,ポス ト 52。 5%(517本 )で全成

功数 984本 の 過半数を 占めてお り,右 20。 2%
(199本 )に対 し左 17。 2%(170本 )で右ゾーンの

方が左ゾーンより多い得点を示 している。正面 ゾ

ーンは 10。 9%(98本)で 得点が 一番少なくなっ

ている。

3.フ ォーム別野投

どこからショットがなされたかを考えに入れず

にジャンプ形式,ラ ンニング形式,セ ット形式の

3フ ォームから考察 したのが第 3図である。

1)投数率

負 チ ー ム (33)
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第 3図 フォーム別野投未

全投数を3フ ォーム別に見る時,いかなる割合

にショットがなされたかをみたも

3T33し 式は勝チニムの全投数 2387本中, |
68%,ラ ンニング形式は 23.2%,セ ット形式は

8。 8%で,ジ ャンプ形式が最も多く使用されてい

る。敗者ではジャンプ形式 74。

11は :二「 じ多形式 20%,セ ット形式 5。 4%て

形式のショットが多い点が目につく。

2)野投成功率        |
成功率の高いのはランニング形式

i■造 。Frfショットで,勝チーム 67。 8%,負 :

共に5割以上の率を示している。これについで,

ジャンプ形式の勝チーム 47。 8%,集チーム 42.7

%である。セット形式では勝チ

ヵ 塾胃色曇三―ム 29。 0%である。勝チームα

ムより 5%から 15%にわ たって高くなってい

る。

|3)得点率

野投得点を 3フ ォーム別にしたものである。

勝チーム 1,230本中ジャンプ形式での得点は,

62.9%,ついで ランニング形式 30。 5%,セ ット

形式 6。 6%と なってお り,負 チームでは ジャン

プ形式 72。 4%, ランニング形式 29.1%,セ ット

形式 3%と なっている。

野投成功率の最も高いフォームはランニング形

式であるが,得点の上からみると,シ ョットされ

る回数がジャンプ形式の半分以下であるため,得
点に結びついたフォームとしてはジャンプ形式が

最 も多くなっている。

4。 ポジションおよびフォームの結合

四つのゾーンに分類し,それぞれのゾーン内で

どのようなフォームのショットがなされ,ま た,

そのショット成功率はどうであるかをみたものが

第 4図である。

勝チームのショット数の多い順は,ボ ス トゾー

ンの J形式 748本,R形 式 540本,右ゾーンの

J形式 400本,左 ゾーンの J形式 300本,正面の

J形式 170本,右ゾーンの S形式,左 ゾーンの S

形式である。成功数の高い順位 もこの投数と同じ

傾向が見られる。ポス トでの J形式とR形式とで

は成功数は余 り違いがない。すなわちR形式は ミ

スショットが少 く, J形式では ミスショットの多

いことに気がつ く,負チームにおいては,投数か

らみるとポス トでの J形式 599本についで右ゾー

ンの 435本 となり,第三位にポス トでのR形式と

ならている。

負チームではポス トゾーンでのR形式ショット

がなされる回数が少なく,逆に,ゴールから離れた

右 ゾーン,左 ゾーンからのショットが増大 してい

る点が日につく。勝チームと負チームとの上し較に

おいては,ポ ス トゾーンではいずれも勝チームの

方が投数,成功数共多 くなっているが,そ の他の,

右,左,正面 ゾーンでの J形式ショットでは,投

数,成功数共に負チームの方が多くなっている。

このことからみて,負チτムは,速攻によって

の,ポ ス トからの貧攻さを意味するか,ボ ス トに

ボールをあつめる技術が劣るか,ま た,フ ォロー

カが弱いためかによって,周囲からのショットを

勝  162.9  1 30.5´ 1230

984
下  硝
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余儀なくさせられると考えられる。

5.決勝 リーグ (15試合)に おける野投成功数

第 3表は優勝フィリッピン, 2位中国, 3位 日

本, 4位韓国, 5位シンガポール, 6位タイラン

ドの決勝 リーグ進出六 ヵ国におけるショット形式

からみた成功数である。

ワンハン ドのジャンプショット557本で圧倒的

に成功数が多いことがうかがえる。両手のジャン

プショットが多いのは韓国,シ ンガポール,タ イ

ラン ドであ り,片手,両手のアンダーショットが

多いのはフィリッピンである。また, ドリブリン

グショットが多いのは,中国,タ イラン ド,日 本

である。

セットショットについてみると,フ ィリッピン

は 17本 を片手でポイン トし,両手のセットショ

ットは零である。日本もややこれに似た傾向を示

し, ワンハンド,セ ットショット13本,両手 6

本,中 国も9本 と1本である。これに対し,シ ン

ガポールは逆に片手零に対し両手 8本 となってし

る。すなわち,上位チームはワンハン ドショット

を多 く使用するのに対 し,下位チームは両手セッ

トショットを使用の傾向がうかがえる。

6。 決勝 リーグ,シ ョット類型別野投

第 5図は決勝 リーグ 15試合における野投を勝

敗には関係なくフォーム別からみたものである。

投数の最 も多いのはジャンプ形式 1,453本 で9

ランニング形式 403本,セ ット形式 193本であ

る。野投成功率からみるとき,最 も成功率の高い

のは, ランニング形式‐58.6%で ,ジ ャンプ形式

44.6%が これにつぎ,セ ット形式 34.8%が最 も

低 くなっている。

得点からみると, ジャンプ形式 による成功数

第 3表
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1.シ ョットのポジションをポス トゾーンとそ

れ以外のゾーンに大別する時,勝チームはポス ト

ゾーンでのショットがアウ トゾーンより多いのに

反 し,負 チームはアウ トゾーンのショット数の方

が多い。

2.得 点からみるとき,勝敗両チーム共ポス ト

ゾーン得点がアウ トゾーン得点より多くなってい

る。

3.ゴ ールに向かって右 ゾーンと左 ゾーンとの

比較において,シ ョット数およびショット成功数

とも右 ゾーンの方が多い。

4。 野投成功数についてみると,ポ ス トゾーン

では 5割強の成功率を持っているが,ア ウ トゾー

ンでは平均 4割弱の成功率である。また,フ ォー

ム別にみると, ランニング形式ショットでは, 5

割強の成功率であるが,ジ ャンプ形式,セ ット形

式のショットでは成功率は平均 4割弱になってい

る。

5。 片手ショットと両手ショットとの比較をジ

ャンプショット,タ ップショット,ア ンダーショ

ット, ドリブリングショット,セ ットショットの

5フ ォームについてみるといずれも片手ショット

の成功率が高 くなっている。
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